
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
や

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻

な
ど
、
令
和
の
今
を
生
き
る
私
達
に
と

っ
て
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
出
来
事
が
日
常
に
な
り
つ
つ
あ
る
昨

今
、
激
し
く
変
化
す
る
環
境
に
順
応
出

来
る
人
間
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
資
材
が
高
騰
す
る
中
で
、

今
号
で
は
、
全
て
の
農
業
者
へ
の
負
担

が
も
っ
と
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
化
成

肥
料
に
つ
い
て
、
特
殊
肥
料
（
主
に
堆

肥
等
）
へ
の
代
替
案
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

肥
料
原
材
料
の
原
産
国
は
、
多
く
が

農
業
大
国
で
す
の
で
、
自
国
の
需
要
を

優
先
し
輸
出
を
抑
制
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
ロ
シ

ア
へ
の
経
済
制
裁
は
、
肥
料
原
材
料
だ

け
で
な
く
、
化
石
燃
料
の
価
格
に
も
影

営農振興課
課長補佐
小暮　賢司

＊
今
月
号
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
。

響
し
、
輸
送
コ
ス
ト
や
肥
料
製
造
時
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
増
大
を
も
招
い

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
円
安
が
追
い
打

ち
を
か
け
、
今
後
の
肥
料
価
格
の
見
通

し
は
、
非
常
に
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

土
づ
く
り
で
重
要
と
な
る
の
は
、
物

理
性
・
化
学
性
・
生
物
性
の
改
善
で

す
。
水
は
け
、
水
持
ち
、
通
気
性
が
良

く
（
物
理
性
）、
作
物
が
必
要
と
す
る

栄
養
分
が
あ
り
（
化
学
性
）、
土
壌
中

の
有
機
物
を
分
解
し
て
く
れ
る
微
生
物

が
多
く
含
ま
れ
る
（
生
物
性
）
土
づ
く

り
が
理
想
で
す
。

 　

堆
肥
と
は
、
肥
料
取
締
法
の
中
で
特

殊
肥
料
に
区
分
さ
れ
、「
わ
ら
、
も
み
が

ら
、
樹
皮
、
動
物
の
排
泄
物
そ
の
他
の

動
植
物
質
の
有
機
質
物
を
堆

積
ま
た
は
攪
拌
し
、
腐
熟
さ

せ
た
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
殊
肥
料
に
は
他

に
魚
か
す
や
米
ぬ
か
、
人
ぷ

ん
尿
や
動
物
の
排
泄
物
な
ど

が
含
ま
れ
、
多
種
多
様
な
も

の
が
昔
か
ら
農
業
に
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

肥
料
分
や
微
生
物
を
豊
富
に

含
む
堆
肥
に
は
、
前
述
の
土

づ
く
り
の
三
要
素
全
て
に
必

要
な
能
力
を
持
つ
資
材
も

あ
り
、
化
成
肥
料
の
代
役
を

十
分
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

近
年
、
農
業
に
お
い
て
も
環
境
保
全

や
資
源
循
環
が
叫
ば
れ
る
中
、
様
々
な

堆
肥
と
名
の
つ
く
資
材
が
生
産
さ
れ
て

お
り
、
何
を
使
え
ば
い
い
の
か
悩
む
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
、
化

成
肥
料
の
代
替
と
し
て
使
用
さ
れ
る
機

会
が
多
い
動
物
質
堆
肥
に
つ
い
て
、
主

な
特
徴
を
下
表
で
説
明
し
ま
す
。
例
え

ば
、牛
ふ
ん
堆
肥
を
２
０
０
０
㎏
施
肥
し

た
場
合
の
窒
素
養
分
は
、２
０
０
０
㎏
×

0.9
％
×
30
％（
肥
効
率
）で
5.4
㎏
と
な
り

ま
す
。
含
ま
れ
る
肥
料
成
分
や
肥
効
率

は
あ
く
ま
で
目
安
で
、
飼
育
環
境
や
副

原
料
に
よ
っ
て
一
定
で
は
な
く
、
さ

ら
に
肥
効
も
緩
効
的
で
す
。
ま
た
、
堆

肥
を
使
用
す
る
際
、
肥
料
成
分
と
と
も

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、

熟
度
を
示
す
炭
素
窒
素
比
（
Ｃ
／
Ｎ
比
、

炭
素
率
と
も
い
う
）
で
す
。
一
般
的
に

Ｃ
／
Ｎ
比
が
大
き
い
と
腐
熟
が
進
ん
で

い
な
い
為
、
窒
素
飢
餓
に
陥
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
微
生
物
が
有
機
物
を
分

解
す
る
た
め
に
必
要
な
窒
素
と
、
植
物

が
必
要
な
窒
素
と
で
奪
い
合
い
が
起
き

て
し
ま
う
た
め
で
す
。
商
品
に
表
示
さ

れ
て
い
る
、
炭
素
窒
素
比
20
以
下
の
も

の
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

①
未
熟
堆
肥
を
使
わ
な
い

②
豚
ふ
ん
や
鶏
ふ
ん
な
ど
の
窒
素
成
分

の
高
い
堆
肥
は
施
用
量
に
注
意

③
作
付
け
の
2
～
3
週
間
前
に
施
肥
し

土
と
な
じ
ま
せ
る

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
堆
肥
を
使

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

堆
肥
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

◉ 

化
成
肥
料
高
騰
の
背
景

◉ 

土
づ
く
り
の
三
要
素

◉ 

堆
肥
と
は

◉ 

堆
肥
の
選
び
方

◉ 

堆
肥
施
用
の
注
意
点

科学性の改善

物理性の改善 生物性の改善

地力

窒素・リン酸・カリ・その他
微量要素の供給

保肥力
養分移動

地力窒素
リン酸固定防止

団粒構造
腐植

有用微生物の増殖

易耕性
保水性
透水性
通気性

原料名 肥料成分（平均） 肥効率（目安) 特　　徴

牛ふん

窒素 0.9% 30% ⃝個体あたりの排出量が多い
⃝排出直後の含水率は80％以上と
高い
⃝水分調整にもみがら等の副原料
を使っているため肥料効果は低い

リン酸 1.1% 60%

カリ 1.0% 90%

石灰 1.2% 100%

豚ふん

窒素 1.9% 40% ⃝排出直後の含水率は70％程度
⃝木質の副原料を使うことがほとん
どであるため、虫害に注意

リン酸 3.1% 70%

カリ 1.8% 90%

石灰 2.5% 100%

鶏ふん
（採卵鶏）

窒素 3.0% 50% ⃝ふんと尿の区分がなく、窒素は尿
素の形態をしている
⃝排出直後の含水率は63％程度
⃝採卵鶏は石灰含有量が多い
⃝副原料を多量に添加することが無
いため、炭素率が低く肥料効果が
高い

リン酸 8.0% 70%

カリ 4.4% 90%

石灰 20.2% 100%

鶏ふん
（ブロイ
ラー）

窒素 5.6% 50%

リン酸 4.0% 70%

カリ 2.8% 90%

石灰 3.5% 100%


